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第
五
十
回
芸
術
祭
の
開
会
式
は
、

九
月
二
十
日
午
前
九
時
四
十
五
分
か

ら
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
五

階
の
書
道
展
会
場
で
行
わ
れ
た
。
式

典
に
は
主
催
七
団
体
の
宮
城
県
芸
術

協
会
、
宮
城
県
、
仙
台
市
、
宮
城
県

教
育
委
員
会
、
仙
台
市
教
育
委
員
会
、

河
北
新
報
社
、
宮
城
県
文
化
振
興
財

団
の
代
表
と
来
賓
、芸
協
役
員
、書
道
、

工
芸
を
中
心
と
し
た
会
員
ら
が
多
数

出
席
し
た
。

　

芸
術
祭
会
長
の
早
坂
貞
彦
芸
術
協

会
理
事
長
が
「
今
回
は
第
五
十
回
と

い
う
記
念
す
べ
き
芸
術
祭
に
な
る

が
、
第
一
回
目
の
開
催
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
直
後
で
、
全
会
員
が
青
年

の
よ
う
な
目
で
芸
術
の
蕾
を
膨
ら
ま

せ
た
」
と
あ
い
さ
つ
。「
新
た
に
公
募

展
と
特
別
企
画
展
を
行
う
こ
と
で
会

員
以
外
の
方
々
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、

公
益
社
団
法
人
の
在
り
方
に
沿
う
芸

術
祭
に
な
っ
た
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、名
誉
会
長
の
仙
台
市
長（
代
読・

武
田
均
仙
台
市
市
民
局
次
長
）
は
「
宮

城
の
秋
を
彩
る
芸
術
祭
は
公
募
展
が

登
場
し
た
こ
と
で
、
多
く
の
市
民
が

参
加
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
活
力
あ

る
創
作
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ

た
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

引
き
続
き
書
道
部
の
千
葉
蒼
玄
部

長
が
作
品
解
説
を
行
い
、
書
道
作
品

は
全
国
と
比
較
し
て
も
遜
色
の
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し

た
。
こ
の
後
、
主
催
七
団
体
代
表
者

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
芸
術
祭
が

開
幕
し
た
＝
写
真
＝
。
続
い
て
作
品

観
覧
に
移
り
、
開
会
式
出
席
者
が
書

道
、
工
芸
部
員
に
よ
る
熱
心
な
説
明

に
聴
き
入
っ
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
は
十
月
九
日

ま
で
、
書
道
展
、
工
芸
展
、
絵
画
展
、

写
真
展
、華
道
展
、彫
刻
展
が
開
か
れ
、

絵
画
展
で
は
公
募
展
と
特
別
企
画
美

術
展
、
写
真
展
と
彫
刻
展
で
は
公
募

展
を
同
時
開
催
。
そ
れ
ぞ
れ
に
芸
術

協
会
会
員
以
外
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

会
員
と
の
交
流
が
図
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
象
潟
・
酒
田
・
鶴
岡
方
面

へ
の
文
学
散
歩
は
多
く
の
参
加
者
で

盛
会
と
な
っ
た
。
文
芸
祭
で
は
芸
術

祭
文
芸
賞
受
賞
者
に
よ
る
感
懐
の
発

表
が
行
わ
れ
、原
田
夏
子
会
員（
短
歌
）

が
「
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
う
た
」

を
取
り
上
げ
た
講
演
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
芸
術
祭
期
間
中
に
仙
台

市
内
で
茶
会
、
音
楽
会
、
長
唄
演
奏

会
、
芸
術
祭
参
加
行
事
の
仙
台
三
曲

協
会
定
期
演
奏
会
、
洋
舞
合
同
公
演

が
相
次
い
で
開
催
さ
れ
、
文
芸
年
鑑

も
発
行
さ
れ
た
。

　

巡
回
展
は
絵
画
・
書
道
展
が
松
島

町
文
化
観
光
交
流
館
、
写
真
展
と
工

芸
展
が
大
和
町
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
で

そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
た
。

　

第
五
十
回
宮
城
県
芸
術
祭
の
閉
会

式
は
、
十
一
月
二
十
一
日
午
後
六
時

か
ら
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙

台
で
開
催
さ
れ
る
。
表
彰
式
の
あ
と

各
賞
の
受
賞
者
を
囲
ん
で
、
来
賓
と

芸
協
会
員
の
懇
親
会
が
開
か
れ
る
。

　

部
門
を
超
え
た
会
員
同
士
が
交
流

で
き
る
数
少
な
い
機
会
で
も
あ
り
、

受
賞
者
は
も
と
よ
り
多
く
の
会
員
の

参
加
が
望
ま
れ
る
。
会
費
は
六
千
円

（
当
日
会
場
受
付
で
納
入
）。

　

公
益
社
団
法
人
移
行
後
初
と
な
る
第
五
十
回
宮
城
県
芸
術
祭

が
、
九
月
二
十
日
か
ら
の
書
道
展
、
工
芸
展
を
皮
切
り
に
、
十
一
月

二
十
一
日
の
閉
会
式
ま
で
の
二
ヵ
月
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
て
い

る
。

巡
回
展
は
松
島
と
大
和
で

11
月
21
日
に
閉
会
式 

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
仙
台

公募展・特別企画展など加え多彩に展開
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今
年
、
宮
城
県
芸
術
祭
は
半
世
紀

を
経
て
、
記
念
す
べ
き
50
回
目
を
迎

え
た
。

　

芸
術
祭
の
開
催
は
、
一
九
六
四
年

秋
に
落
成
予
定
の
県
民
会
館
運
営
の

た
め
十
三
人
の
文
化
人
が
集
ま
っ
た

こ
と
に
端
を
発
す
る
。
そ
こ
で
彼
ら

は
当
時
宮
城
だ
け
実
施
し

て
い
な
か
っ
た
芸
術
祭
の

開
催
を
県
に
請
願
。
自
前

の
開
催
に
消
極
的
だ
っ
た

県
は
、
文
化
人
に
対
し
て

芸
術
祭
の
た
め
の
組
織
を

結
成
し
て
芸
術
祭
を
実
施

し
て
は
ど
う
か
、と
提
言
。

そ
の
諾
否
を
談
じ
た
の
が

栗
駒
山
麓
の
花
山
で
開
か

れ
た
会
合
で
あ
っ
た
。

　

創
設
の
先
達
は
郷
土
の

芸
術
興
隆
の
た
め
悲
壮
な

決
意
で
開
催
を
英
断
さ
れ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
か
く

し
て
一
九
六
四
年
五
月
十

日
花
山
で
宮
城
県
芸
術
協

会
が
創
設
さ
れ
（
機
関
紙
「
は
な
や

ま
」
の
題
号
の
由
来
）、
同
年
の
文

化
の
日
に
第
一
回
芸
術
祭
が
開
催
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

以
後
、
芸
術
祭
は
民
間
団
体
で
あ

る
芸
術
協
会
が
県
、
仙
台
市
、
河
北

新
報
社
等
の
共
催
を
得
て
運
営
し
、

広
く
県
民
の
温
か
い
援
助
で
今
に

至
っ
て
い
る
。
民
間
に
よ
る
芸
術
祭

の
誕
生
と
運
営
は
、
内
外
共
に
稀
有

な
こ
と
で
、誇
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

第
一
回
芸
術
祭
は
仙
台
市
内
三
デ

パ
ー
ト
等
を
会
場
に
、
絵
画
、
書
道
、

彫
塑
、
工
芸
、
音
楽
、
演
劇
、
文
芸

の
七
部
門
二
百
余
名
の
会

員
で
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
今
年
の
第
50
回

芸
術
祭
は
、当
芸
術
協
会
、

県
、
仙
台
市
、
県
教
委
、

仙
台
市
教
委
、
河
北
新
報

社
、
県
文
化
振
興
財
団
の

七
者
共
催
で
、
部
門
は
華

道
、
茶
道
、
写
真
、
舞

踊
、
邦
楽
を
加
え
た
十
二

部
門
、
会
員
数
は
十
倍
以

上
の
二
千
二
百
余
名
と
大

所
帯
に
発
展
し
た
。

　

芸
術
祭
は
芸
術
協
会
の

目
的
で
あ
る
「
本
県
に
お

け
る
芸
術
文
化
の
振
興
発

展
に
寄
与
す
る
」
を
達
成

す
る
た
め
の
主
事
業
で
あ
る
。
杉
村

彩
雨
初
代
理
事
長
は
常
に
「
会
員
は

郷
土
の
芸
術
文
化
振
興
の
奉
仕
者
た

れ
」
と
話
さ
れ
て
い
た
が
、
公
益
法

人
と
な
っ
た
今
こ
そ
こ
の
言
葉
を
会

員
は
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

　

宮
城
県
芸
術
祭
に
今
回
か
ら
、
絵

画
・
彫
刻
・
写
真
部
門
の
公
募
展
が

加
わ
り
、会
場
が
一
段
と
賑
わ
っ
た
。

　

こ
の
三
部
門
の
公
募
展
は
昨
年
か

ら
始
ま
っ
て
い
た
が
、
昨
年
は
芸
術

祭
併
催
と
い
う
形
で
一
般
事
業
と
し

て
実
施
さ
れ
た
。
五
月
の
芸
術
祭
主

催
七
団
体
に
よ
る
芸
術
祭
委
員
会
で
、

芸
術
祭
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
第
50
回
芸
術

祭
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

当
協
会
は
本
年
度
か
ら
公
益
法
人

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
公
益
性

の
高
い
事
業
展
開
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
公
募
展
の
実
施
に

よ
り
芸
術
祭
へ
の
市
民
参
加
が
一
層

促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

公
募
展
へ
の
応
募
者
は
、
絵
画
部

門
一
五
四
人
、
彫
刻
部
門
六
人
、
写

真
部
門
八
三
人
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
絵
画
展
と
同
時
に
開
催
さ

れ
た
第
50
回
記
念
特
別
企
画
美
術
展

は
、
県
内
で
活
躍
し
て
い
る
芸
協
会

員
以
外
の
作
家
に
呼
び
か
け
て
実
現

し
た
絵
画
・
彫
刻
展
で
、
宮
城
県
芸

術
祭
を
よ
り
県
民
に
開
か
れ
た
も
の

と
し
て
好
評
で
あ
っ
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
は
、
当
協
会
の

創
立
五
十
周
年
に
当
た
る
。
記
念
行

事
実
施
の
た
め
の
実
行
委
員
会
は
、

平
成
二
十
四
年
度
第
五
回
理
事
会
で

設
置
が
決
ま
り
、
理
事
長
、
執
行
理

事
及
び
各
部
門
の
部
長
に
よ
り
構
成

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を

受
け
て
、
七
月
二
十
二
日
開
催
の
部

長
会
議
で
具
体
的
な
体
制
が
協
議
さ

れ
、
実
行
委
員
に
各
部
門
の
副
部
長

を
加
え
、
記
念
式
典
、
記
念
事
業
、

記
念
誌
の
三
つ
の
部
会
に
分
け
て
推

進
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

各
部
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り

（
敬
称
略
。
太
字
は
各
部
会
の
世
話

人
、
〇
印
は
代
表
世
話
人
）。

【
実
行
委
員
長
】
理
事
長
早
坂
貞
彦

【
記
念
式
典
部
会
】
理
事
長
早
坂
貞

彦
、
執
行
理
事
田
村
政
晴
、
○
八
島

秀（
洋
楽
部
）、太
田
蓮
紅（
書
道
部
）、

永
井
優
（
写
真
部
）

【
記
念
事
業
部
会
】
執
行
理
事
髙
橋

威
仙
、
執
行
理
事
大
場
尚
文
、
○
渡

部
勝
彦
（
洋
楽
部
）、桜
井
忠
彦
（
絵

画
部
）、
菅
原
裕
（
彫
刻
部
）、
近
藤

孝
則
（
工
芸
部
）、
千
葉
蒼
玄
（
書
道

部
）、
本
内
一
磯
（
華
道
部
）、
杵
屋

和
加
喜
久
（
邦
楽
部
）、
大
日
琳
太

郎（
演
劇
部
）、坂
内
佳
禰（
文
芸
部
）、

高
橋
厚
子
（
舞
踊
部
）、
大
和
田
宗

嬌
（
茶
道
部
）、笹
川
義
信
（
写
真
部
）

【
記
念
誌
部
会
】
執
行
理
事
雫
石
隆

子
、
執
行
理
事
佐
々
木
光
一
、
○
あ

き
た
・
じ
ゅ
ん
（
文
芸
部
）、
浅
野

治
志
（
工
芸
部
）、
吉
田
利
弘
（
絵

画
部
）、
大
槻
俊
之
（
彫
刻
部
）、
建

部
恭
子
（
書
道
部
）、朴
澤
一
草
（
華

道
部
）、
佐
藤
皖
山
（
邦
楽
部
）、
鎌

田
宗
節
（
茶
道
部
）

50
周
年
記
念
行
事

三
つ
の
部
会
を
設
け
て
推
進

公
募
展
・
特
別
企
画
展
で
市
民
参
加
促
進

宮城県芸術祭の半世紀
理事長　早坂貞彦

多
く
の
入
場
者
で
賑
わ
う
絵
画
公
募

展
で
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
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韓
国
・
大
邱
と
の
交
流
事
業
は
、

九
月
六
日
に
大
邱
文
化
芸
術
会
館
で

行
わ
れ
た
。
当
協
会
か
ら
は
、
十
一

人
の
出
演
者
に
早
坂
貞
彦
理
事
長
、

大
場
尚
文
（
実
行
委
員
長
）・
雫
石

隆
子
執
行
理
事
、
白
鳥
良
一
事
務
局

長
を
加
え
た
十
五
人
が
訪
問
し
た
。

　

当
協
会
で
は
東
日
本
大
震
災
に
当

た
っ
て
大
邱
側
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支

援
へ
の
感
謝
を
こ
め
た
演
目
『
希
望

の
灯
火
』
を
上
演
。
大
邱
側
か
ら
は

大
邱
の
声
楽
家
で
構
成
さ
れ
た「
イ
・

カ
ン
タ
ン
テ
ィ
」
に
よ
る
男
性
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
が
演
奏
さ
れ
た
。

　

『
希
望
の
灯
火
』
は
、
第
一
部
朗

読
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ン
紙
芝
居
「
八

郎
伝
説
」、
第
二
部
声
楽
で
つ
づ
る

短
詩
朗
誦
「
星
逢
い
の
祈
り
」、
第

三
部
混
声
重
唱
組
曲
に
朗
読
と
ス
ク

リ
ー
ン
映
像
に
よ
る「
希
望
の
灯
火
」

の
三
部
構
成
。

　

出
演
者
は
洋
楽
部
の
渡
部
勝
彦

（
指
揮
）・
大
崎
健
二
（
バ
リ
ト

ン
）・
松
尾
英
章
（
テ
ノ
ー
ル
）・

佐
藤
園
子
（
ア
ル
ト
）・
北
村
裕
子

（
ソ
プ
ラ
ノ
）・
渡
部
ジ
ュ
デ
ィ
ス

（
ソ
プ
ラ
ノ
）・
渡
辺
真
理
（
ピ
ア

ノ
）・
若
生
智
彦
（
ギ
タ
ー
）、
邦

楽
部
の
佐
藤
皖
山
（
尺
八
）・
佐
藤

亜
美
（
二
十
五
弦
筝
）、
演
劇
部
の

大
日
琳
太
郎
（
朗
読
）
の
各
会
員
と

文
芸
部
の
雫
石
隆
子
執
行
理
事
（
朗

読
）。
演
奏
時
間
は
一
時
間
余
り
で
、

感
動
的
な
上
演
に
会
場
を
埋
め
た
観

覧
者
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
た
。

　

『
希
望
の
灯
火
』
で
は
、
出
演
し

た
洋
楽
部
・
邦
楽
部
・
演
劇
部
・
文

芸
部
に
、
写
真
部
・
書
道
部
を
加
え

た
六
部
門
に
よ
る
大
規
模
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
。
当
協
会
な
ら

で
は
の
総
合
芸
術
作
品
と
な
っ
た
。

　

今
回
で
十
六
回
を
数
え
る
、
韓
国

芸
術
総
連
合
大
邱
広
域
市
連
合
会
と

の
交
流
。
芸
協
始
ま
っ
て
以
来
の
大

コ
ラ
ボ
を
実
現
さ
せ
、
舞
台
公
演

「
希
望
の
灯と
も
し
び火

」
を
引
っ
提
げ
て
九

月
五
日
、
ア
シ
ア
ナ
航
空
で
ソ
ウ
ル

入
り
。
空
路
を
乗
り
継
い
で
約
一
時

間
、
目
的
地
で
あ
る
大
邱
空
港
に

到
着
し
た
。
空

港
に
は
、
夜
八

時
を
過
ぎ
て
い

た
に
も
関
わ
ら

ず
、
大
邱
連
合

会
の
幹
部
、
事
務
局
の
皆
様
に
お
出

迎
え
頂
い
た
。
豪
華
な
バ
ス
が
用
意

さ
れ
て
、
宿
泊
先
の
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
ヘ
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
後
の
夕
食
会

で
、
交
流
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

訪
問
団
一
行
は
、
出
発
前
夜
ま
で

リ
ハ
ー
サ
ル
を
繰
り
返
し
て
の
大
邱

市
入
り
。
こ
れ
ま
で
の
交
流
を
通
し

て
、
す
っ
か
り
顔
な
じ
み
に
な
っ
て

い
る
文
武
鶴
会
長
の
笑
顔
と
、
出
迎

え
の
皆
様
の
心
遣
い
に
緊
張
の
糸
も

ほ
ぐ
れ
る
よ
う
な
夕
食
会
と
な
っ
た
。

　

翌
六
日
は
、
大
邱
文
化
芸
術
会
館

で
の
公
演
日
。
公
演
開
始
は
夜
七
時

半
だ
が
、
ホ
テ
ル
を
午
前
九
時
に
出

発
し
て
照
明
、
音
響
な
ど
の
セ
ッ
ト

と
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
う
。
会
場
は
小

ホ
ー
ル
な
が
ら
、
舞
台
の
両
脇
に
翻

訳
の
テ
ロ
ッ
プ
が
流
れ
る
設
備
が
あ

り
、
心
強
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

公
演
に
は
親
日
的
な
人
々
が
招
待

さ
れ
て
お
り
、
あ
の
大
震
災
に
寄
せ

ら
れ
た
大
邱
市
の
皆
様
の
温
情
に
対

す
る
返
礼
公
演
が
始
ま
っ
た
。
出
演

ス
タ
ッ
フ
は
、
き
つ
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
乗
り
越
え
、
美
し
い
音
と
声
を

会
場
に
響
か
せ
る
事
が
出
来
た
。

　

ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
、
ご

婦
人
た
ち
に
よ
る
「
ハ
ス
の
花
茶
」

の
お
点
前
が
あ
り
、
来
場
者
と
出
演

者
に
お
茶
の
お
も
て
な
し
が
あ
っ
た
。

　

終
了
後
は
敷
地
内
に
あ
る
レ
ス
ト

ラ
ン
で
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
。
自
己
紹

介
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
が
あ
り
、
隣

席
の
役
員
の

方
か
ら
「
復
興

の
灯
火
は
世

界
中
の
人
に

理
解
と
共
感

を
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
」
の
言
葉
を

頂
き
、
公
演
の
成
果
を
思
っ
た
。

　

翌
日
は
大
邱
市
内
の
見
学
。
大
邱

訪
問
の
最
後
の
夜
は
、
東
洋
一
の
オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
大
邱
市
長
も
同
席
の

ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
に
招
待
さ
れ
た
。

　

文
会
長
の
「
政
治
の
出
来
な
い
こ

と
を
芸
術
で
や
ろ
う
」
と
い
う
言
葉

を
胸
に
、感
動
的
な
訪
問
と
な
っ
た
。

　

大
邱
に
行
け
な
か
っ
た
会
員
や
市

民
に
広
く
鑑
賞
し
て
も
ら
う
た
め
に

企
画
さ
れ
た
『
希
望
の
灯
火
』
の
仙

台
公
演
は
九
月
十
八
日
、
仙
台
市
青

葉
区
の
電
力
ホ
ー
ル
で
、
昼
夜
二
回

に
わ
た
り
行
わ
れ
た
。

　

「
復
興
祈
念
公
演
」
と
銘
打
ち
、

演
劇
部
の
大
日
琳
太
郎
会
員
作
・
演

出
に
よ
る
管
弦
劇
『
天
の
赦
す
と
こ

ろ
』
と
の
二
部
構
成
。
当
協
会
会
員

や
市
民
な
ど
千
二
百
人
ほ
ど
の
入
場

者
が
あ
り
、
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

大
邱
と
の
交
流
事
業

大
規
模

コ
ラ
ボ『
希
望
の
灯と

も
し
び火
』
上
演

大
邱
公
演
に
参
加
し
て

執
行
理
事　

雫
石
　
隆
子

仙
台
公
演
も
大
盛
況

「
希
望
の
灯
火
」リ
ハ
ー
サ
ル（
大
邱
公
演
）
「
星
逢
い
の
祈
り
」舞
台（
仙
台
公
演
）
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日
展
会
友
、
日
洋
会
委
員
、
河
北
美
術
展
顧

問
、
宮
城
県
芸
術
協
会
評
議
員
と
し
て
作
品
を

制
作
。
そ
の
一
方
で
、
東
北
福
祉
大
学
教
授
を

務
め
「
子
ど
も
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
や
「
仙
台

市
障
害
者
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
審
査
委
員
、

「
河
北
Ｔ
Ｂ
Ｃ
カ
ル
チ
ャ
ー
」
の
講
師
と
し
て
、

後
進
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
活
動
の
継
続
と
、
研
究
・
指
導
の

中
心
的
存
在
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

　

仙
台
市
青
葉
区
在
住
。
昭
和
24
年
生
ま
れ
。

　

意
欲
的
か
つ
魅
力
的
な
企
画
内
容
の
自
主
リ

サ
イ
タ
ル
を
開
催
。
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
イ
ベ
ン

ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、
幅
広
く
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。

　

多
く
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
家
と
の
舞
台
経
験

を
通
じ
て
音
楽
表
現
を
高
め
、
腕
を
磨
い
て
お

り
、県
外
で
も
注
目
、評
価
さ
れ
て
い
る
。今
後
、

自
身
の
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
を
は
じ
め
、
よ
り

一
層
の
幅
広
い
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

　

仙
台
市
青
葉
区
在
住
。
昭
和
45
年
生
ま
れ
。

　

入
選
率
が
10
㌫
を
割
る
超
難
関
の
「
日
展
五

科
」
で
平
成
22
年
度
（
第
42
回
）、
平
成
24
年

度
（
第
44
回
）
と
入
選
を
重
ね
、
賞
賛
に
値
す

る
実
力
を
示
し
た
。

　

作
品
は
多
様
性
を
含
ん
で
お
り
、
偶
然
性
を

否
定
。内
部
構
成
を
思
い
の
ま
ま
に
具
現
化
し
、

本
格
的
な
漢
字
作
家
と
し
て
本
領
を
発
揮
し
て

い
る
。
自
ら
の
個
展
に
陶
淵
明
詩
の
超
大
作
を

発
表
、
会
場
を
圧
倒
し
た
。

　

柴
田
郡
柴
田
町
在
住
。
昭
和
39
年
生
ま
れ
。

　平成24年度の宮城県芸術選奨の授賞式が７月17日、宮城県知事公館で行われた。当芸術協会の会員では原秀一（美術・
洋画）加藤松軒（美術・書）の２氏が芸術選奨に輝き、小熊由里子氏（音楽・楽器）が芸術選奨新人賞を受賞した。
　会員外では、勝又豊子（美術・彫刻）西山睦（文芸・俳句）樋渡宏嗣（演劇）荒木飛呂彦（メディア芸術）の４氏が芸術選奨を、
加川広重（美術・洋画）志賀理江子（美術・写真）菊池孝彦（文芸・短歌）の３氏が芸術選奨新人賞を、それぞれ受賞した。

新
し
い
具
象
絵
画
を
追
及

書
へ
の
見
識
を
高
め
た
い

た
ゆ
み
な
く
研
鑚
・
研
究
を

原・加藤氏に芸術選奨、小熊氏は新人賞

芸 術 選 奨

芸術選奨新人賞

原　秀一氏
（美術・洋画）
（文芸）

加藤松軒氏
（美術・書）
（美術）

小熊由里子氏
（音楽・器楽）
（美術）

　

今
回
の
県
芸
術
選
奨
の
受
賞
は
、
私
に
と
っ
て

大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
ま
す
。
三
十
数
年
前
に

新
人
賞
を
頂
き
、
そ
の
時
も
授
賞
式
は
県
知
事
公

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
心
引
き
締
ま
る
思
い
で
、

こ
れ
か
ら
も
い
い
絵
を
描
こ
う
と
誓
っ
た
事
を
思

い
出
し
、
感
無
量
で
し
た
。

　

様
々
な
表
情
を
持
つ
扉
、
深
い
青
の
背
景
の
静

物
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
長
年
制
作
し
て
き
た
作
品

を
評
価
し
て
頂
き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
自
分
ら
し
い
新
し
い
具
象
絵
画
を
追
求
し
て
い

く
気
持
ち
を
、
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

新
人
賞
の
受
賞
、
大
変
嬉
し
く
、
ひ
と
え
に

こ
れ
ま
で
応
援
、
お
導
き
下
さ
い
ま
し
た
多
く

の
方
々
の
お
か
げ
と
存
じ
ま
す
。

　

元
々
日
本
に
土
壌
の
な
か
っ
た
西
洋
音
楽
の

分
野
で
意
義
あ
る
活
動
を
行
っ
て
い
く
の
は
容

易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
ゆ
み
な
く

研
鑽
、研
究
を
重
ね
、自
身
の
感
性
、心
の
フ
ィ

ル
タ
ー
を
通
じ
て
表
現
を
探
求
し
、
音
楽
の
素

晴
ら
し
さ
を
伝
え
、
世
の
中
の
た
め
に
生
か
せ

る
音
楽
家
で
あ
れ
る
よ
う
、精
進
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
宮
城
県
芸
術
選
奨
を
受
賞
し
、
身

に
余
る
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

小
５
の
時
に
大
友
青
陵
先
生
の
門
を
た
た
き

ま
し
た
。「
最
後
ま
で
続
け
ら
れ
な
い
人
は
う

ち
の
教
室
に
は
入
れ
な
い
よ
」。
子
ど
も
が
口

に
し
た
「
は
い
」
が
始
ま
り
で
し
た
。
そ
れ
か

ら
38
年
、た
だ
ひ
た
す
ら
師
の
描
き
出
す
形
を
、

線
を
、
手
を
、
背
中
を
追
い
、
習
字
か
ら
書
道

へ
と
歩
ん
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
で
、
突
然
上
手
に
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
書
へ
の
見
識
を
高
め
ら
れ

る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。



�　第 198 号 は な や ま 平 成 25 年 11 月 15 日5
　

今
年
の
文
学
散
歩
は
秋
田
県
に
か

ほ
市
象
潟
の
蚶か
ん

満ま
ん

寺じ

、
酒
田
市
の
土

門
拳
記
念
館
、
山
居
倉
庫
、
日
和
山

公
園
、
鶴
岡
市
で
は
藤
沢
周
平
記
念

館
、
羽
黒
山
、
羽
黒
山
五
重
塔
、
注

連
寺
、田
麦
俣
多
層
民
家
を
訪
ね
た
。

　

一
日
目
（
９
月
25
日
）
定
刻
少
し

前
に
薄
曇
り
の
仙
台
駅
を
出
発
。
刈

り
入
れ
の
時
期
を
迎
え
た
庄
内
平
野

を
ひ
た
す
ら
バ
ス
で
行
く
と
、
青
空

を
背
に
秋
田
富
士
と
も
呼
ば
れ
る
鳥

海
山
が
見
え
て
く
る
。

　

鳥
海
山
を
車
窓
の
右
に
見
な
が
ら

海
沿
い
に
走
る
と
、
や
が
て
蚶
満
寺

を
目
の
前
に
し
た
合
歓
の
丘
に
到
着
。

そ
こ
に
は
観
光
を
意
識
し
た
よ
う
な

白
大
理
石
の
西
施
像
が
建
つ
。
こ
こ

で
昼
食
を
取
り
、
蚶
満
寺
へ
向
か
う
。

　

ご
住
職
の
案
内
で
境
内
を
め
ぐ

る
。
松
島
と
対
比
し
な
が
ら
、
こ
こ

を
「
奥
の
細
道
」
最
北
端
の
地
と
し

た
芭
蕉
に
思
い
を
馳
せ
、
一
時
間
余

り
自
由
に
散
策
を
楽
し
む
。

　

心
を
残
し
な
が
ら
「
土
門
拳
記
念

館
」
へ
移
動
す
る
。「
開
館
三
十
周

年
記
念
展
」
の
企
画
展
「
古
寺
巡
礼
」

は
、
先
の
震
災
で
傷
を
受
け
た
心
に

は
、と
り
わ
け
感
銘
深
く
鑑
賞
し
た
。

　

次
は
山
居
倉
庫
。
往
時
の
に
ぎ
わ

い
を
偲
び
な
が
ら
、
欅
の
大
樹
の
下

を
歩
み
、
外
観
の
み
を
見
学
。

　

こ
の
日
最
後
の
予
定
と
な
る
日
和

山
公
園
に
は
、
二
十
九
基
の
文
学
碑

が
あ
る
。
残
念
な
が
ら
数
基
を
見
る

の
み
で
、
夕
暮
れ
せ
ま
る
公
園
を
後

に
宿
泊
地
あ
つ
み
温
泉
に
向
か
う
。

　

二
日
目
（
９
月
26
日
）
素
晴
ら
し

い
秋
晴
れ
の
朝
を
出
発
す
る
。

　

「
藤
沢
周
平
記
念
館
」
は
平
成
22

年
開
設
。
資
料
は
も
と
よ
り
自
宅
よ

り
移
し
た
庭
木
、
石
垣
、
屋
根
瓦
な

ど
が
使
わ
れ
て
、
小
規
模
な
が
ら
充

実
し
た
魅
力
的
な
記
念
館
だ
。

　

羽
黒
山
で
は
三
神
合
祭
殿
を
参
拝

後
、
東
北
最
古
の
五
重
塔
へ
と
石
段

を
上
る
。
髙
さ
29
㍍
三
間
五
層
杮
葺

の
塔
は
老
杉
に
囲
ま
れ
て
蒼
然
と

建
っ
て
い
る
。
仰
ぎ
見
る
だ
け
で
心

身
が
浄
化
さ
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

さ
ら
に
、
注
連
寺
に
バ
ス
を
進
め

る
。
森
敦
は
こ
の
寺
に
一
年
間
滞
在

し
て
、
小
説
「
月
山
」
を
発
表
し

た
。
境
内
に
文
学
碑
が
あ
り
、
小
さ

な
資
料
館
が
あ
る
。
こ
の
資
料
館
に

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
森
敦
に

関
心
の
あ
る
向
き
に
は
検
索
を
お
勧

め
す
る
。
能
弁
な
ご
住
職
に
隈
な
く

寺
内
の
説
明
を
受
け
、
即
身
仏
に
手

を
合
わ
せ
る
。

　

最
後
の
見
学
地
は
田
麦
俣
に
残
る

兜
づ
く
り
の
多
層
民
家
。
庄
内
地
方
と

内
陸
を
結
ぶ
六
十
里
街
道
で
中
間
地

点
に
当
た
る
こ
こ
は
、
宿
場
町
と
し

て
栄
え
た
が
、
今
は
兜
づ
く
り
の
民

家
が
二
棟
残
る
の
み
。
懐
か
し
さ
と

共
に
、
も
の
寂
し
い
雰
囲
気
が
漂
う
。

　

見
聞
の
広
が
っ
た
満
足
感
に
浸
り

な
が
ら
、予
定
通
り
の
時
刻
に
帰
仙
。

今
回
も
当
番
委
員
の
綿
密
な
計
画
と

文
芸
、
書
道
部
会
員
ら
に
よ
る
説
明

が
適
時
に
あ
り
、
芸
協
な
ら
で
は
の

内
容
の
濃
い
文
学
散
歩
で
あ
っ
た
。

（
文
芸
部
・
佐
藤
淑
子
）

　

宮
城
県
芸
術

協
会
の
発
足
以

来
長
い
間
ご
指

導
を
い
た
だ
い

た
、
名
誉
会
員
の
日
下
常
由
先
生
が

亡
く
な
ら
れ
た
の
は
、
八
月
の
暑
い

日
で
あ
る
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
。

　

若
輩
だ
っ
た
私
は
、
あ
る
ス
ケ
ッ

チ
旅
行
で
先
生
と
同
室
に
な
っ
た
。

そ
の
一
夜
、
先
生
は
「
君
は
よ
く
個

展
を
な
さ
っ
て
い
る
が
、
案
内
状
に

学
歴
や
恩
師
の
名
を
入
れ
な
い
の
は

何
故
で
す
か
？
」
と
、
真
顔
で
尋
ね

ら
れ
ま
し
た
。
私
は
「
ま
だ
恩
師
に

恥
ず
か
し
く
て
、
暫
ら
く
は
掲
載
す

る
気
持
ち
に
な
り
ま
せ
ん
」
と
答
え

る
と
、
ギ
ュ
ッ
と
握
手
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
夜
、
私
な
り
に

先
生
の
胸
中
を
お
察
し
い
た
し
、
反

芻
し
、
噛
み
し
め
て
み
た
こ
と
で
し

た
。

　

宮
城
正
俊
先
生
の
啓
示
も
あ
っ

て
、
万
葉
の
世
界
へ
昇
華
さ
れ
た
独

特
の
画
風
を
確
立
さ
れ
た
の
は
、
独

立
独
歩
で
精
進
を
重
ね
ら
れ
た
成
果

と
思
い
ま
す
。
中
央
の
公
募
展
・
新

協
美
術
会
の
会
長
を
つ
と
め
ら
れ
、

地
元
で
は
新
協
の
宮
城
支
部
を
組
織

さ
れ
ま
し
た
。
本
年
春
に
は
画
業
の

集
大
成
と
し
て
「
心
の
万
葉
集
」
を

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
版
記
念
会
で
挨
拶
に
立
た
れ
た

先
生
は
青
年
の
よ
う
に
頬
を
染
め
、

胸
を
張
っ
て
颯
爽
と
輝
い
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
九
月
初
め
に
開
か
れ
た
宮

城
新
協
支
部
展
で
は
、
代
表
作
三
点

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
燃
え
尽
き

る
ま
で
努
力
さ
れ
、
無
念
の
想
い
で

未
完
と
な
っ
た
作
品
の
題
名
だ
け
が

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
淋
し
く
飾
り
、
胸
が

痛
み
ま
し
た
。

　

奇
し
く
も
今
年
は
芸
術
祭
が
50
回

目
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
加
え
て
公

益
社
団
法
人
の
認
可
を
受
け
た
記
念

の
年
と
な
り
ま
す
。
我
々
は
20
年
前

に
芸
協
の
社
団
法
人
化
に
向
か
っ
て

懸
命
に
全
力
で
取
り
組
ま
れ
、
芸
協

の
精
神
的
支
柱
を
創
り
あ
げ
ら
れ
た

先
生
の
功
績
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。
先
生
の
卓
見
に
感
謝
の
気

持
ち
で
一
杯
で
ご
ざ
い
ま
す
。
我
々

の
心
の
ラ
ン
プ
に
灯
を
と
も
し
て
消

え
て
い
っ
た
詩
人
の
よ
う
な
先
生
の

後
ろ
姿
と
、
芸
術
に
立
ち
向
か
っ
た

一
途
の
生
き
様
は
、
芸
協
を
照
ら
す

不
滅
の
灯
と
な
る
も
の
と
信
じ
、
追

想
の
辞
と
い
た
し
ま
す
。

 

鮮
や
か
に
生
き
た
日
下
先
生

前
理
事
長
　
小
山 

喜
三
郎
　

芭
蕉
と
周
平
の
原
風
景
満
喫

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
文
学
散
歩

芭
蕉
が
訪
ね
た
象
潟
の
蚶
満
寺
で
住

職
の
説
明
に
聴
き
入
る
参
加
者
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悲
劇
は
突
然
に
訪
れ
る
。
10
月
７

日
朝
、
当
芸
術
協
会
事
務
局
の
鈴
木

裕
子
さ
ん
が
自
宅
の
寝
室
で
死
亡

し
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
。
５
日

夜
か
ら
６
日
朝
に
か
け
て
絞
殺
さ
れ

た
も
の
と
断
定
さ
れ
た
が
、
11
月
に

入
っ
て
も
容
疑
者
の
逮
捕
に
は
至
っ

て
い
な
い
▼
ス
ラ
リ
と
し
た
長
身
で

美
人
で
、
い
つ
も
明
る
く
元
気
な
方

で
あ
っ
た
。
仕
事
も
て
き
ぱ
き
と
こ

な
し
て
い
た
彼
女
の
笑
顔
に
、
励
ま

さ
れ
た
人
も
多
か
っ
た
と
思
う
▼
捜

査
が
難
航
？
し
て
い
る
う
ち
に
、
台

風
26
号
に
よ
る
伊
豆
大
島
（
東
京
都

大
島
町
）
の
土
石
流
に
よ
る
惨
事
や
、

東
北
楽
天
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
制
覇
な

ど
の
大
ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
て
、
裕
子

さ
ん
の
続
報
も
伝
え
ら
れ
な
く
な
っ

た
。
こ
の
ま
ま
迷
宮
入
り
に
な
る
と

も
思
え
な
い
が
、
彼
女
の
無
念
を
思

う
と
１
日
も
早
い
解
決
が
待
た
れ
て

な
ら
な
い
▼
こ
う
し
た
不
安
を
抱
え

な
が
ら
も
50
回
目
の
芸
術
祭
は
各
種

の
行
事
を
粛
々
と
こ
な
し
て
11
月
21

日
、
閉
会
式
を
迎
え
る
。
来
年
、
平

成
26
年
は
協
会
発
足
か
ら
50
周
年
の

記
念
す
べ
き
年
。
裕
子
さ
ん
の
遺
志

を
継
い
で
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
年

に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。�

（
恂
）

　

当
協
会
事
務
局
主
任
の
鈴
木
裕
子

さ
ん
は
、
十
月
五
日
ご
ろ
仙
台
市
太

白
区
諏
訪
町
の
自
宅
で
急
逝
さ
れ

た
。
四
十
三
歳
。

　

鈴
木
主
任
は
平
成
十
八
年
八
月
、

当
協
会
に
臨
時
職
員
と
し
て
任
用
さ

れ
、
平
成
十
九
年
一
月
に
は
正
職
員

に
採
用
さ
れ
た
。
経
理
・
庶
務
を
中

心
に
芸
術
祭
や
各
部
門
の
事
業
な
ど

を
担
当
、
七
年
二
ヵ
月
に
わ
た
り
芸

術
協
会
の
活
動
を
支
え
て
き
た
。

　

鈴
木
主
任
の
仕
事
ぶ
り
は
迅
速
か

つ
的
確
で
、
配
慮
が
行
き
届
き
、
多

く
の
部
門
、
会
員
か
ら
頼
り
に
さ
れ

て
い
た
。
通
夜
・
告
別
式
に
は
た
く

さ
ん
の
会
員
が
参
列
し
、
早
過
ぎ
る

ご
逝
去
を
悲
し
み
、
快
活
で
茶
目
っ

気
の
あ
る
お
人
柄
を
偲
ん
だ
。

　

芸
術
協
会
は
十
月
二
十
八
日
に
急

き
ょ
理
事
会
を
開
き
、
事
業
等
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
後
任
採
用
の

検
討
を
急
ぐ
こ
と
を
決
め
た
。

事
務
局
日
誌

会 

務 

報 

告

６
・
24　

部
長
会
議
・
第
50
回
宮
城
県

　

芸
術
祭
実
行
委
員
会

○
第
50
回
宮
城
県
芸
術
祭
に
つ
い
て

　

①�

実
行
委
員
に
つ
い
て

　

②
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

③
第
50
回
記
念
企
画
等
に
つ
い
て

　

④
各
印
刷
物
に
つ
い
て

　

⑤�

授
賞
割
当
て
及
び
部
門
功
績
者
表

彰
に
つ
い
て

○�

平
成
25
年
度
大
邱
と
の
国
際
交
流
事

業
に
つ
い
て

○
そ
の
他

　

部
運
営
規
則
（
内
規
）
の
制
定
に
つ

い
て

８
・
５　

理
事
会

○
諸
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

〇
仙
台
・
大
邱
交
流
事
業
仙
台
公
演
に
伴

　

う
平
成
25
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

○�

新
入
会
員
（
正
会
員
）
の
承
認
に
つ

い
て

10
・
28　

理
事
会

〈
報
告
事
項
〉

○
職
員
の
欠
員
に
つ
い
て

○ 

大
邱
と
の
交
流
事
業
（
大
邱
公
演
・

仙
台
公
演
）
に
つ
い
て

○ 

県
民
会
館
50
周
年
記
念
事
業
と
の
連

携
に
つ
い
て

○
情
報
公
開
規
程
に
つ
い
て

10
・
28　

芸
協
50
周
年
記
念
誌
部
会

　
（
世
話
人
会
）

○
世
話
人
会
素
案
の
検
討

後　
　
　

援

☆
人
物
画
研
究
会
第
１
回
小
品
展

７
月
３
日
～
７
月
８
日

東
北
電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

☆
第
66
回
春
光
会
展

８
月
20
日
～
８
月
25
日

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
緒
絶
の
館
」

８
月
27
日
～
９
月
１
日

美
里
町
近
代
文
学
館

☆
第
21
回
宮
城
独
立
美
術
展

８
月
23
日
～
８
月
28
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
宮
城
野
書
人
会
学
生
書
道
展

８
月
23
日
～
８
月
28
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
37
回
宮
城
新
協
美
術
展

８
月
28
日
～
９
月
２
日

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

☆
第
32
回
新
芸
術
東
北
展

９
月
６
日
～
９
月
11
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

２
０
１
３
仙
台
オ
ペ
ラ
協
会
第
38
回

公
演
「
こ
う
も
り
」

９
月
７
日

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

☆ 

千
葉
蒼
玄
展
「
鎮
魂
と
復
活PA

RT

Ⅱ
」

９
月
12
日
～
９
月
17
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 
第
17
回
東
北
マ
ン
ド
リ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

９
月
15
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆
第
28
回
都
山
流
尺
八
演
奏
会

９
月
22
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆
第
43
回
宮
城
書
芸
院
書
展
教
育
部
展

９
月
27
日
～
９
月
29
日

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
緒
絶
の
館
」

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
第
10
回
小
磯
良
平
大
賞
展

〈
洋
画
〉
▽
準
入
選
＝
岩
澤
誠
一

◇
第
68
回
行
動
美
術
協
会
展

〈
洋
画
〉
▽
会
友
賞
・
会
員
推
挙
＝

伊
藤
信
義
▽
会
友
入
選
＝
髙
橋
幸
造

▽
一
般
入
選
＝
坂
本
和
之
・
大
西
ち

い
子

◇
第
98
回
院
展

〈
日
本
画
〉
▽
入
選
＝
佐
々
木
啓
子
・

三
浦
長
悦

◇
第
67
回
二
紀
展

〈
洋
画
〉
▽
準
会
員
賞
＝
阿
部
好
江

佐
々
木
和
江
▽
準
会
員
推
挙
＝
岩
澤

誠
一

受　

贈　

書

バ
チ
カ
ン
さ
ん
（
難
場
勇
人
）、
み
ち

の
く
春
秋
（
井
上
康
）、
東
日
本
大
震

災
句
集
わ
た
し
の
一
句
（
宮
城
県
俳

句
協
会
）、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
記

録
～
震
災
か
ら
二
年
を
経
て
～
（
気

仙
沼
向
洋
高
等
学
校
）、
歌
集
梅
古

木
（
相
澤
寿
美
子
）、
宮
城
の
現
代
詩

２
０
１
３
（
宮
城
県
俳
人
協
会
）、
句

集
店
蔵
（
日
下
節
子
）

謹
　
　
弔

書
道
部�

三
浦
暉
殿

３
月
２
日

賛
助
（
個
人
）�

金
野
と
し
子
殿

３
月
12
日

文
芸
部
（
短
歌
）�

吉
田
宏
道
殿

７
月
12
日

書
道
部�

板
垣
龍
鶴
殿

７
月
24
日

茶
道
部
（
石
州
清
水
流
）清

水
道
関
殿

８
月
11
日

絵
画
部
（
洋
画
）�

日
下
常
由
殿

８
月
22
日

文
芸
部
（
川
柳
）�

庄
子
比
呂
夫
殿

８
月
29
日

文
芸
部
（
俳
句
）�

平
井
京
子
殿

９
月
30
日

茶
道
部
（
織
田
流
煎
茶
道
）

菊
地
南
美
殿

10
月
17
日

絵
画
部
（
洋
画
）�

鈴
木
良
夫
殿

11
月
２
日

事
務
局
主
任鈴木

裕
子
さ
ん
が
急
逝

ありし日の鈴木さん（中国研修旅行）


